
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

美濃加茂市西部地区

令和2年2月

岐阜県美濃加茂市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 720

交付期間 0.40

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり －

なし －

あり －

なし －

あり

なし ●

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

－

－

－

－

－

－

●

 ５）実施過程の評価

実施内容 実施状況 今後の対応方針等

モニタリング

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）
　　による
　　効果発現状況

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

持続的なまちづくり
体制の構築

加茂野地区まちづくり協議会

都市再生整備計画に記載し、実施できた
地域住民による文化、芸術活動の企画やイベントの実施等について、市及び
（一社）加茂野町まちづくり協議会と協議を行い、まちづくり体制を継続する。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

その他の
数値指標２

スカイロード２号線周辺の
開発許可件数

件 2 H26 - 6

なし

都市再生整備計画に記載し、実施できた

－都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

平成26年度から平成30年度までにスカイ
ロード２号線周辺の開発許可件数が３倍に
増加しており、スカイロード２号線の整備を
見込んだ交通利便性や生活環境の向上等
の効果への期待があらわれている。

令和3年3月

・季節イベントや地域交流活動等、世代を超えた交流が図られ地域住民の交流や賑わいづくりに結びついている。

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

スカイロード２号線周辺の
住宅戸数

戸 10 H26 -

指　標
従前値 目標値 数　　値 目標

達成度

56

平成26年度から平成30年度までにスカイ
ロード２号線周辺の住宅戸数が増加してお
り、スカイロード２号線の整備を見込んだ交
通利便性の向上等の効果への期待があら
われている。

令和3年3月

△

歩道設置や道路拡幅等を行ったことにより、
国道418号の最大渋滞長は減少している一
方、本事業の着手が遅れ、期間内に当初計
画した路線の施行が困難となったことも影
響し、目標達成には至らなかった。

令和3年3月指標３ 国道418号の最大渋滞長 ｍ 790 H24 250

指標２
加茂野町まちづくり協議会
参加者人数

人/年 1,508 H25 2,000

H30 - 680

〇

地域交流センターの整備に伴い、学習室や
会議室、交流スペース等が整備されたこと
で施設の利用が増加し、新規イベントの開
催等により交流センター利用者数が増加し
た。

なし

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

H30 - 2,533 〇

加茂野交流センターが整備され、まちづくり
協議会主催の活動である「ナイトあまち」、
「あまちの森文化フェスティバル」等が活性
化し、より参加者人数が増加した。

なし

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

指　標
従前値 目標値 数　　値

新たに追加し
た事業

－ － －

－ － －

指標1
地域交流センター利用者
数

人/年 11,772 H24 20,000

交付期間
の変更

　 交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

H30 - 45,420

当初計画
から

削除した
事業

－ － －

－ － －

国費率

 １）事業の実施状況

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

道路：スカイロード２号線道路改良事業、高次都市施設（地域交流センター）：加茂野交流センター

事業活用調査：事業効果分析、まちづくり活動推進事業：まちづくり講演会

事業名 削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

－
－

岐阜県 市町村名 美濃加茂市 地区名 美濃加茂市西部地区

平成26年度　～　平成30年度 事後評価実施時期 令和元年度 交付対象事業費 935.0



様式２－２　地区の概要

単位:人／年 11,772 H24 20,000 H30 45,420 H30

単位:人／年 1,508 H25 2,000 H30 2,533 H30

単位:ｍ 790 H24 250 H30 680 R1

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・市内外の利用者が利用しやすいよう、各種施設の円滑な運営の推進及び適切な維持管理に努める。
・さらなる周知や利用促進に向けた事業実施を行い、地域交流センターの利用者数を維持・増加していく。
・地元及び隣接事業者との調整に想定外の時間を要し、本事業の着手が遅れ、期間内に当初計画した路線の施行が困難となったことから、未整備箇所について、継続してフォローアップを実施していく。
・整備改善された生活道路について、機能を維持するための点検・維持管理に努めるとともに、歩行者、車利用者の安全性、快適性の維持向上を図るため、市民の意向を踏まえた生活道路を中心とした道路整備を行う。

大目標　人と人がふれあい快適で安心・安全なくらしを実感できるまちづくり
　目標１　人が集い交わる地域交流の活性化
　目標２　快適・便利・安全・安心な住環境の整備

地域交流センター利用者数

加茂野町まちづくり協議会参加者人数

国道４１８号の最大渋滞長

まちの課題の変化 ・道路事業により地区内の生活道路整備が進み都市基盤整備が推進された一方、未だ未整備である生活道路が残存しており、引き続き整備を図る必要がある。

美濃加茂市西部地区（岐阜県美濃加茂市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

基幹事業

スカイロード２号線道路改良事業

基幹事業

加茂野交流センター


